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新潟県西頚城郡能生町にて発見された板鯛類の椎体化石

矢部英生＊ ・宮脇 誠＊ ・関ロ英明＊

はじめに

新潟県，西頚城地方を流れる能生川およびその支流

からは,これまでにも脊椎動物化石が発見されていた．

HataiandNoda (1972)は，中部中新統の難波山層か

ら産出したヒラタエイ科の化石を新属新種の

KubikicMり心IYI"sHataian(INodaとして記載し， さらに

同一層準からlSunIscfr. j]asraliS (Agassiz)が産出した

ことを報告した．竹之内ほか(1992)は，難波山層か

ら産出したヒゲクジラ亜目の下顎骨を記載した．

1”5年8月，筆者のひとりである関口が能生川沿い

を地質調査中に多数の海生脊椎動物化石の骨片を含む

転石を発見した． この知らせを聞いた矢部と宮脇は，

関口とともに転石の回収をおこなった． この転石のク

リーニング作業をおこなった結果， 8点の海生|哺乳類

化石の骨片とともに，同一個体のものと推定される板

鰡類の椎体化石3点が発見されたのでここに報告する．

図1 化石を含んだ転石の発見地点

矢印および＊は，化石を含んだ転石の発見地点を示す
国土地理院発行の5万分の1地形図「高田西部」を使用

産地および付近の地質

海生脊椎動物化石の骨片を含む転石は，新潟県西頚

城郡縫町苗菱革の田麦平橋付近における能生川の川
岸において転石として発見された（図1） ． この西頚

城地域には，新第三系の堆積岩類および貫入岩類が分

布している．化石を発見した地点より上流には上部中
のう超に

新統の能生谷層,中部中新統の撫繍層が分布してい
るため（赤羽・加藤, 1989;小林・立石, 1992), こ

れらいずれかの地層からこの転石がもたらされたもの

と考えられる（図2）．

化石を含む転石は,細礫～大礫を約30％含む礫岩で，

マトリックスは石灰質な細粒砂からなる．なお， この

転石に酷似した岩相を示す露頭は， イヨリ谷の入り口

付近（難波山層の最上部ないしは能生谷層の最下部に

相当する）で確認されるため，転石はこの地点又はこ

れに相当する層準からもたらされた可能性が高い．

なお，板鯛類の椎体化石にともなって，海生'1甫乳類

の骨片8点のほか，軟体動物のAnadal.asp. ,

Miz"hOpecre"sp.,CIIﾉamyssp. などが発見された．
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図2 転石発見地点付近の層序および岩相

l ;黒色頁岩, 2硬質頁岩3 :砂岩泥岩互層，
4 ：凝灰岩5：椎体化石が産出したと推定される層瀧
小林・立石(1992)をもとに作成

HideoYABE,MakoloMIYAWAKIal1dHideakiSEKIGUCHI :ElasInobranchvenebraehomtheNoll-machi, NiigataPrefbclul℃, cenlralJapal1
＊新潟大学大学院自然科学研究科
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化石について

化石の分類上の位置は, BigelowandSchroedel

(1948),Cappetta (1987)などに従った． また，化石

の計測方法は，久家(1982)に従った．

産地：新潟県西頚城郡能生町田麦平の田麦平橋付近

における能生川の川岸（図1）

地層：転石の供給層は難波山層最上部もしくは能生

谷層最下部と推定される

時代：中期もしくは後期中新世と推定される

採集者：矢部英生・宮脇誠・関口英明

採集日: 1995年8月14日～8月15日

標本保管場所：新潟大学理学部地質科学教室標本収蔵

軟骨魚綱ClassChondrichthyesHuxley, 1880

板蝿亜綱SI1bclassElasmobranchiiBonaparte, 1838

(図3－1 ‘ 2， 3）
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図3 : la:NSGR-V-18標本の頭尾面観, lb:同標本の背腹面観, 2 :NSGR-V-19標本, 3 ;NSGR-V-20標本、
4 ：板蝿類の椎体にともなって発見された海生哺乳類の骨片(NSGRV-14標本). スケールはそれぞれI()m､､
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庫（新潟県新潟市五十嵐2の町8050番地）

標本番号:NSGR-V-18,NSGR-V-19,NSGR-V-20

記載：標本は遊離した椎体化石である．そのうち

NSGR-V-18標本はほぼ完全で保存が良く,NSGR-V-

19, -20標本は採集時あるいはクリーニング時の破損

が著しい．

NSGR-V-18標本の外形は，頭尾方向に短い円筒形で

ある．頭尾面はともにすり鉢状にくぼみ，そのくぼみ

を中心にして同心円状の成長線が数本確認される．円

柱の周は平滑であり，変形がみられるものの背側面あ

るいは腹側面と考えられる平坦面が確認される．この

平坦面のうちの一つには，長円形の溝が1対2本確認

される． この2本の溝は，椎体の中心部から約40°の

間隔に位置している．他の一面の表面は薄くマトリッ

クスにおおわれているが， 1対2本の長円形の溝があ

ったものと思われる．

NSGR-V-19標本は採集時の破損により頭尾方向の断

面が観察され，その外形は台形である． くぼみを中心

にして,不完全な同心円状の成長線が数本確認される．

また，中心から放射状に伸びるラメラが多数確認され

る．背側面あるいは腹側面に相当する部位は，直線状

を呈する．

NSGR-V-20標本は海生哺乳類の骨片(NSGR-V-12

標本）のクリーニング時に発見されたもので，背腹方

向の|折面が観察される．頭尾面はすり鉢状にくぼみ，

そのくぼみを中心にして不完全な成長線が数本確認さ

れる． また，破断面には，放射状に伸びるラメラが多

数確認される．

これら3点の標本は, 20cm内外に密集して発見さ

れ， また大きさもほぼ同一であることから，同一個体

のものと推定される．

計測値（単位:mm) :NSGR-V-l8水平径40.20+,

背腹径35.30+，頭尾長18.05+, NSGR-V-19水平径

35.25+，背腹径2725+, NSGR-V-20最大径38.70+.

部・小林, 1994).本報告は，県内における椎体化石

の2例目の報告となる． また，県内以外の本邦からも，

しばしば板鯛類の椎体化石は発見されている．そのう

ち，同一個体のものと推定される複数個の椎体化石と

しては，石川県珠洲市の中新統である南志見泥岩層

(亀井, 1969),鳥取県岩美郡の中新統である鳥取層群

普含寺泥岩層（出脇， 1984)，茨城県久慈郡の中新統

である苗代田層（二階堂・菊地， 1983)，岐阜県瑞浪

市の中新統である瑞浪層群（糸魚川ほか, 1985)など

からの産出が知られている． また，板鯉類の顎歯に，

椎体化石群がともなって産出した例も知られている

(例えば，後藤, 1977;西本ほか, 1980;上野ほか，

1990) .本報告は， これらに次ぐ貴重な発見となる

3大型脊椎動物に，板蝿類化石がともなって産出

した例が知られている．石川県七尾市の中新統である

七尾石灰質砂岩層では， ヒゲクジラ類の骨格にともな

って，複数個体分のものと推定される600点以上のツ

ノザメ類の顎歯が産出した（野村ほか, 1991) . また，

海生脊椎動物の骨格に，板鰡類の顎歯によって付けら

れたと考えられる傷が残されている例が知られている

(DemereandCerutti, 1982;Welton andFarish,

1993;Bigelow, 1994) .今回得られた板鯛類の椎体，

海生哺乳類化石は強く磨滅されていることから，死後

かなり移動したものと考えられる． また，海生哺乳類

化石には，板鯛類の顎歯によって付けられた傷は確認

されなかった． しかし，板鰡類の椎体とともに多くの

海生哺乳類の骨片化石が密集して産出したことから，

両者の生態的な関係を考察するうえで，興味深い資料

を提供しているといえる．
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考察

l板鯛類の椎体は一般に高度に石灰化しており，

その骨化様式から星状椎体・環状椎体に大別され， さ

らにそれらはいくつかのタイプに細分される（内田・

松原, 1963;Cappetta, 1987)． しかし，椎体の骨化様

式は必ずしも系統を反映しているわけではなく，これ

らを系統分類に用いることは困難であることが指摘さ

れている(Compagno,1973iWeltonandFarisll,1993).

今回得られた板鯛類の椎体化石には，顎歯などがとも

なっていなかったことから，板鯏亜綱以下の詳細な同

定をおこなうことができなかった．

2．板鯏類の椎体化石は，新潟県内において,佐渡郡

小木町の中部中新統である鶴子層から産出した（矢
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Abstraci

ThreefOssilelasmobranchvertebraepossiblybelonging toasingleindividualaredescribediiPomtheNou-machi,

NiigataPrefecture, Japan.ThepreSentspecimenswerenol fbundjnsi", howeverareinferredtohavebeenderivedhom

theuppermostpartofNanbayamaFonnationor lowermostpartofNoudaniFormation(MiddletoUpperMiocene).These

specimensarecharacterizedbyconcaveanteriorandposteriorfaces, rathernarrowangledpairedholesfbrneuralorhemal

archabout40｡,wimsomeradiatingcalcifiedlamellae・Thesespecimensarefbundassociatedwitheightbonefragmentsof

marinemammal, Thisassociationmayprovidevaluableinformationfordiscussionabout their palaeoecological

relationships.
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